














































し、またそれを学ぶ者の精神世界を形作るものである。 『古今著聞集』には、三筆三蹟等の能書家 逸話があり、 「もろもろの芸能の中に、手跡まことにすぐれたり。 」 （上巻三四五頁
６）と文化・教養の筆頭に位
置付けられ、筆跡を介し 神仏との交信も記されてい 。 『大鏡』でも、藤原佐理が三島明神 神託により扁額を奉納した故事が語られ（九八～一〇〇頁） 。寺社の扁額を書くことは能書家にとって名誉なことであり、 『江談抄』には その執筆 めぐって佐理 生霊になり、藤原行成に祟ったという故事まであ
る
７。また、 『大鏡』では、村上天
















































































に似たる手 て書き るかとまで思しよれど、言葉づかひきらきらと紛ふべくもあらぬことどもあり。年を経て思ひわたりけることの、たまさかに本意かなひて、心やすからぬ筋を書き尽くしたる言葉 いと見どころありてあはれなれど、いとかくさやかには書くべしや、あたら、人の、文をこそ思ひやりなく書
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源氏の存在を否応なく享受者に感受させるものであった。 『新編日本古典文学全集』頭注はこの写経の意義を「年若い宮への憐みと、また断ちがたい執着の深さを表しているようである」 （④三七五頁） 解する。しかし、光源氏が経文類を自筆したことには、女三の宮の再教育の意味もあったのではないか。光源氏の自作の作品 須磨 絵日記、 「梅枝」巻の仮名手本、そして「宿木」巻に見られ 琴の賦である
19。絵日記の一部は藤壺に献上され、残りは仮名手本と共に明石の姫
君に継承される予定である。両者は源氏 心のまま 創作されたものであった。一方、女三の宮に与えられた御持 は、日々 仏道修行おいて読経され写経されて、人物の精神世界を形作るものである。源氏は自らの筆跡を女三の宮に書写させること 、精神面での成長と道心の深化を願ってもいる。また琴の譜は、女三の宮 趣味の部分であるが、ここでも肉筆を通して源氏の存在が感じられ、影響 及ぶようにしくまれている。女三の宮の精神状態は手紙 よって父朱雀院に伝えられる。光源 女三 宮に自筆の品を与え ことで、再教育 試みるのであ 同時に、光源氏は出家した女三 宮に対 ては多くのモノを与えることでしか愛情表現できず、 関係性を結べない である。しかし、その後の女三の宮は、芸術品 ある源氏の創作物にあまり影響されていない。かつて光源氏の筆跡に学んだ若紫は感化され その才能を開花させた。教育効果を持つ芸術品は、それ 受容する 君感受性如何によって効果を発揮する。学ばぬ の造型と 紫





























なく仏道に向かってはいるものの、格別に仏道に入魂、没頭しているわけではない。女三の宮 出家当時から光源氏の支配を離れることのみを求めていた。③は源氏の没後、三条宮に移住してからの修行生活のさまであるが、六条院を離れることは女三の宮の心に叶ったものである。出生の秘事を知った薫の目からも、女三 宮の昔 変わらぬ様が語られる。源氏自筆の経文は をその無意識下においても支配し、内面を再教育しようとするものであるが、受容する側の感受性の低さや「何心な」い取り組み方では、源氏 薫育も一向に活かされず、効果のほどは見られない。女三の宮 源氏が創出した六条院文化の担い手となること 無いのである。ここでも紫 上との大きな差異が示される。
おわりにかえて
女三の宮の出家後の生活環境が光源氏の自作自演の物品にあふれ、




















を、 「燃やす」という行為によって断ち切り、彼女の極楽往生を祈さまが見て取れる。源氏は出家しながらもその統制下、現世に生き続けざるをえない若々しいばかりの女三の宮には、自分と 関係性を固く結びつける自筆の御持経と琴の譜を与え、 現世を離れた紫の上には、源氏を惹き て止まなかった 殻 供養 よって、執心を断ち、菩提を弔う行為を行うのである。これによって紫の上の形見は無くなった。
これまで、紫の上の存在は源氏にとって現世の「絆」であった。紫
の上の文も、彼女の存在の証である。そしてその消滅は、現世に繋ぎ止められていた存在の名残をも往生させる行為である。源氏は文へ執着を断ったことで最後 「絆」 断ち切り、出家に向けた一歩を踏み出すことになるのである。【注】1　『源氏物語』 『うつほ物語』 『枕草子』 『更級日記』 『大鏡』 『栄花物語』の本文は、 『新編日本古典文学全集』 （小学館）による。
2
　「宿木」巻の藤花宴には、光源氏自筆の琴の譜二巻が宝物として今上帝に献上されている。
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手。 」 （ 「あて宮」②一一七頁）とある。 『うつほ物語』では俊蔭の母皇女も「むかし名高かりける姫、 手書き 歌詠みなりけり」 （ 「蔵開中」②四七五頁）と紹介され いる。10　『大鏡』には、 「よき女房多く、伊賀少将・小弁・小侍従などいひて、手書き・歌よみなど、はなやかにいみじうて、さぶらはせたまふ」 （四二八頁）とある。11　宮川葉子氏「 『源氏物語』における「手」―梅枝巻を中心として―」 （ 「青山語文」第一七号




井田有哉氏「 『源氏物語』と書道」 （ 「帝京国文学」第六号
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鈴木宏子氏は、 「手紙が第三者の目に触れる、読むべき相手に読まれないといったアクシデントにより、物語が大きく展開する場合もある。 」 する （ 「ふみ 【文】 」 『源氏物語事典』 大和書房
 二〇〇二年） 。
16　
朱雀院は女三の宮の婿選びに際し、 「見はやしたてまつり、かつはまた片生ひならんことをば見隠し教へきこえつべからむ人のうしろやすからむに、預けき えばや」 （ 「若菜上」④二七頁）とあるように、 後見となる者に未熟な女三の宮の保護と教育を期待していた。
17　














死を覚悟した浮舟は匂宮の手紙や手習を破棄し、決意を固めようとする。文の焼却はここでもこ 世への執着 断つ行為としてある。また、弁の君 手にあった女三の宮と柏木の文の束に関して 、焼却処分することを思案されたことが、薫に対して語られる（ 「橋姫」⑤一六一頁） 。物語において手紙 存在証明の意味を持つ。
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